
主日礼拝式 ２０２３年 １０月１日（第１主日） 

 

          

司会：安 喆寓 信徒伝道師  

聖 句 

「その証しとは、神が永遠の命をわたしたちに与えられたこと、 

そして、この命が御子の内にあるということです。」   

                    （ヨハネの手紙一5章11節） 

前  奏               

讃    美        １０      一 同☆ 

主の祈り     （新聖歌 p.826） 一 同☆ 

使徒信条    （新聖歌 p.826） 一  同☆ 

 

聖書朗読 ヨハネの手紙一 5 章 6 節～12 節 

(新共同訳・新約 p.446-447)  司会者 

祈  祷                       司会者 

讃    美      １０５      一  同☆ 

 

宣   教 「神の証し」 

                津村春英牧師 

 

聖 餐 式      ４６ 

 

讃  美（献金）  ３４３      一  同 

感謝祈祷             福西 諭兄 
報  告                    司会者 

頌    栄   （讃21)２７         一 同☆ 

祝  祷               津村春英牧師☆ 

後  奏                         ☆ 

          

主の祈り 

天にまします我らの父よ ねがわくは御名
み な

をあがめさせたまえ 御国
み く に

を来たらせまえ 

御心
みこころ

の天になるごとく地にもなさせたま

え 我らの日用の糧
かて

を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかす者を 我らがゆるすご

とく 我らの罪をもゆるしたまえ 我ら

をこころみにあわせず 悪より救いいだ

したまえ 国とちからと栄
さか

えとは 限り

なくなんじのものなればなり アーメン 

使徒信条 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信

ず。我はその独
ひと

り子、我らの主、イエス・

キリストを信ず。主は聖霊によりてやど

り、処女
お と め

マリヤより生れ、ポンテオ・ピラ

トのもとに苦しみを受け、十字架につけら

れ、死にて葬られ、陰府
よ み

にくだり、三日目

に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父なる神の右に座したまえり。かし

こより来りて生ける者と死にたる者とを

審きたまわん。我は聖霊を信ず。聖なる公

同の教会、聖徒の交わり、罪の赦
ゆる

し、身体
か ら だ

のよみがえり、永遠
とこしえ

の命を信ず。アーメン 

頌  栄 
父・子・聖霊のひとりの主よ、栄えと力は

ただ主にあれ、とこしえまで。アーメン 

(☆はご起立下さい。身体のご不自由な方は座ったままで結構です。) 

 受付：内海江津子姉        自動演奏器操作：大奥正一兄 献金集計：責任役員   

案内：                  WEB配信：ボストン光世姉、廣中範彦兄 

 

 



－本日の集会― 

主日礼拝  (礼拝堂)         10:30～11:40  

 
＊セキュリティ上、礼拝開始時に裏扉を施錠し、 

宣教開始時には受付奉仕者も礼拝に参加できる 

ように、玄関表扉も施錠します。万が一、遅れ 

る場合は、事前に、教会に連絡をお願いします。 

   ―報告と消息― 
○礼拝に際し、新型コロナウイルス

感染防止に努めましょう。手の消

毒、マスク着用、距離の保持など。 

 

〇先週の月例召天者記念会に、教会

員以外に松山喜代子姉・博史兄、

森本眞美子姉、松本勝兄が出席さ

れました。感謝！ご遺族の救いの

ために続けてお祈りください。 

 

〇昨日、トイレ前の床の補修工事が

行われました。感謝！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○献金報告 心から感謝します！   

2023年9月24日 

【月定献金】 

中川 かほり姉，岩井 信子姉 

【感謝献金】 

松山 喜代子姉(記念会)， 

松山 博志兄(記念会)， 

中川 かほり姉(記念会)， 

野田 潤・光家(召天)， 

森川直人兄(敬愛会) 

【会堂献金】 

岩井 信子姉，森川 直人 兄 

－今週の集会－ 

10/5（木）聖書研究祈祷会（教会員対象） 

14:00～15:30 

     奨励：川﨑真奈伝道師 

－次週の主日プログラム－ 

10/8（日）  

宣教：津村春英牧師 

聖書：ヨハネの手紙一 5:13-17(14) 

主題：「御心に従って願う」 

讃美：讃美歌10, 40, 196 

定例教会役員会 

－お祈り下さい－ 

・世界平和のために 

・被災地の復旧のために 

・新型コロナウイルス感染の収束のために 

・秋の特別伝道礼拝と講師のために 

・主を信じる人が起こされるように 

・家族の救いのために 

・病者、高齢者、困窮者のために 

・礼拝奏楽者が与えられるように 

・牧師、伝道師の健康と霊性のために 

 

 

 

 

 

 

 

2023 秋の特別伝道礼拝 

日  2023 年 10 月 15 日(日)  

講師 川﨑 豊信 師 
JEC 狭山福音教会主任牧師 

宣教題「死への恐れはなくなる」 

聖書 へブル 9：27-28 

聖餐式 新聖歌 46 

1 わが主よ、今ここにて、親しく 見（ま

み）えまつり 限りなき 幸いを受

けるこそ 嬉しけれ 

2 恵みの足れる時よ、命の充（み）てる

折よ 今しばし留（とど）まれや  

主と共に われ過ごさん 

3 ここには贖（あがな）いあり ここに

は慰めあり  わが汚れ きよめられ 

御力（みちから）は満ちあふる 

4 面影（おもかげ）うつし しのび  

今日だに かくもあるを 御国にて 

祝う日の その幸やいかにあらん 



2023 年のみことば 

「御言葉を行う人になりなさい」（ヤコブの手紙1章 22 節） 
 

先週の礼拝宣教から   2023 年 9 月 24 日  

「世に勝つ者」 ヨハネの手紙一 5章 1～5節    

津村春英牧師 

通天閣が全面的にネオンから LED に変わりました。かつて通天閣を見上げた

将棋士を歌った「王将」に、♪明日は東京に出てゆくからは、なにがなんでも

勝たねばならぬ♪とあります。将棋に引き分けはありません。人生そのものも

戦いです。しかし、聖書には、「人」は弱くてもろい、土の器であると書かれ

ています（コリント二 4:7 など）。では、どのようにして、この戦いに勝利す

るのでしょうか。 
「神から生まれた人は皆、世に打ち勝つからです。世に打ち勝つ勝利、それはわ

たしたちの信仰です。」（ヨハネの手紙一 5:4）とあります。ここでいう「世」

とは、神の愛を受ける対象でありながら、神に背を向けている世界を指します。 

「神から生まれた人」とは、主イエス・キリストを自分の救い主と信じ受け入

れ、生まれ変わった人です（ヨハネ福音書 3章に出てくるニコデモのように）。 

 主は、「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませ

てあげよう。…わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。」

（マタイ 11:28-29）と言われました。使徒パウロも、「わたしを強めてくださる

方のお陰で、わたしにはすべてが可能です。」（フィリピ 4:13）と書いています。

このように、信仰によって世に勝つのです。 

礼拝は信仰生活の中心です。 

・欠席の場合は 教会に連絡しましょう。あなたのために祈ります。 

・礼拝前は、私語を慎み、静まって心から主を礼拝しましょう。 

・携帯電話は電源を切るか、マナーモードにしてください。 

・教会員はできるかぎり名札を着用しましょう。 

   愛読こよみ（日本聖書協会） 礼拝奉仕者 

10/2(月) ローマ 11:33-36 日 10/8 10/15 

10/3(火)  歴代誌下 7:1-3 司会 廣中範彦兄 野田 潤兄 

10/4(水) ネヘミヤ 9:4-8 奏楽 ― 川﨑真奈伝道師 

10/5(木) 詩編 147:1-20 献金（祈祷） 岸部久美子姉 伊達山洋子姉 

10/6(金) 詩編 149:1-9 祈祷 ― ― 

10/7(土) イザヤ 60:14-16 受付 谷口佳子姉 伊達山正人兄 

トイレ掃除・女性部（右の日までに）: 10/7 屋宮姉  10/14 川﨑伝道師 

トイレ掃除･ 壮年部： 10月 杉山兄 
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牧 師  津村 春英  

伝道師  川﨑 真奈 
 

 


